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第 1 章 システム要件と互換性

Contact Optimization は、IBM® Marketing Software スイート製品の一部として作
動します。Contact Optimization バージョン 10.1 には IBM Campaign 10.1 が必
要です。

このセクションでは、IBM Contact Optimization の今回のリリースについて以下の
情報が提供されます。

v システム要件および互換性情報をどこで入手できるか

v サード・パーティーのソフトウェアへのサポートの変更点

Contact Optimization バージョン 10.1 へのアップグレードは、Contact
Optimization バージョン 10.0 からのみ行えます。

現在、Contact Optimization バージョン 8.6.0、9.0.0、9.1.0、9.1.1、または 9.1.2
を使用している場合は、まずバージョン 10.0 にアップグレードしてからバージョン
10.1 にアップグレードする必要があります。

詳しくは、「IBM Contact Optimization 10.1 アップグレード・ガイド」を参照して
ください。

Contact Optimization は 64 ビットのオペレーティング・システムのみをサポート
します。

完全なシステム要件と互換性情報がみつかる場所

この製品と互換性のある IBM Marketing Software 製品のバージョンのリストおよ
びこの製品に対するサード・パーティー要件のリストについては、「推奨されるソ
フトウェア環境と最小システム要件」という文書を参照してください。この文書
は、IBM サポート・ポータル Web サイト (http://support.ibm.com) の『詳細な
システム要件 (Detailed System Requirements)』の下に掲載されています。

IBM Marketing Software にログインした後、「ヘルプ」>「製品資料」を選択する
ことによって、この文書にアクセスすることもできます。
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第 2 章 バージョン 10.1 の新機能と変更点

以下の新規機能拡張が Contact Optimization バージョン 10.1 に導入されました。

これらの機能拡張により、IBM Contact Optimize セッションの照会の重複も解消
されました。

v 「期間経過」が指定された場合に、ユーザーは日付フィルターを使用できるよう
になりました。

v ユーザーは IBM Contact Optimization 一時テーブル (PAV/HAV) の統計を生
成できます。
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第 3 章 修正された問題

このセクションでは、IBM Contact Optimization バージョン 10.1 で修正された問
題をリストしています。

問題 ID 説明

APAR PO06249、問題
224168

Contact Optimization セッション・レポートが CPU とメモリーを消費して、アプリ
ケーションが無応答になる。

APAR PO06714、問題
235072

Contact Optimization セッションがコピーされると、CSRF エラーが発生する。

APAR 235072、問題 237855 Marketing Operations および Campaign 統合フローチャートでパブリッシュ済み
TCS からトップダウン設計を使用した場合、「最適化」ボックスでオファーを割り当
てるためのターゲット・セルの照合/リンクが機能しない。これは、複数のセグメン
ト・ボックスのあとに「最適化」プロセス・ボックスが続く場合に発生します。

APAR 200610、問題 200612 ACOOptAdmin.sh を使用して「最適化」セッションを実行すると、エラー「指定された
URL に接続できません」で失敗する。

APAR 242658、問題 242661 Campaign|partitions|partition1|dataSources|UA_SYSTEM_TABLES の下のプロパティー
DeleteAsRecreate の値が FALSE から TRUE に変更されると、テーブル
UACO_OCT000000XX の再作成で問題が発生し、Contact Optimization セッションがエラ
ー・メッセージ「ORA-01727: 数値精度指定子が 1 から 38 の範囲外です (numeric
precision specifier is out of range 1 to 38)」で失敗する。

以前のバージョンからアップグレードしている場合、以前のバージョンで作成されたセ
ッションを期待どおりに機能させるには、以下の手順を実行してください。

1. アップグレードする前に、すべてのシステム・テーブルのバックアップを取りま
す。

2. アップグレード後に、バックアップから OCT テーブルをインポートまたは再作成
します。

APAR 223243、問題 223244 「抽出」プロセス・ボックスが実行状態を保持しない。「抽出」プロセスが正常に実行
され、プロセス・ボックスにカウントが表示されたあと、ユーザーがフローチャートを
保存し、終了してから再度フローチャートを開くと、「抽出」プロセスの実行状況が表
示されず、カウントはゼロと表示されます。

APAR 190161、問題 190160 メール・リスト処理に 2 つを超えるセルがあり、各セルにコントロールがあると、正
しくない数の処理レコードが作成される。

APAR 227043、問題 227044 TCS リンク・セル・オファー割り当てに変更が加えられたあと、オファーがリフレッ
シュされない。

APAR 224758、問題 224760 「最適化」プロセス・ボックス内でオファーを割り当てる際に、オファーを割り当てて
から別のセルのオファー・フィールドをクリックすると、オファーの割り当てによって
セルが変更されることがある。オファー名ではなくオファーの内部 ID が表示される
ことがあります。

APAR PO00434、DEF
230466

「オファー当たりのコスト」に定数値が割り当てられ、「スコア」フィールドに関連し
て動的値が割り当てられると、矛盾のある振る舞いが発生する。

APAR PO04912、DEF
216994

コンタクト履歴で別個のセルが 1 つの処理に結合される。
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問題 ID 説明

APAR PO06336、問題
232926

「抽出」プロセス・ボックスを使用して最適化リストから結果を抽出するときに、セッ
ションで唯一選択されている「最適化」プロセス・ボックスをユーザーが誤って選択解
除すると、「抽出」プロセス・ボックスがセッションのすべての行を返す。

APAR PO06553、問題
232915

ACOOptAdmin.sh を使用した「最適化」セッションの実行が、「指定された URL に
接続できません」というエラーで失敗する。

APAR PO06418、問題
228246

「抽出」プロセス・ボックスの最適化されたリストを使用する「Post Opt」フローチ
ャートの実行後に、「オーディエンス」フィールドの「DTL コンタクト履歴」に誤っ
た値が挿入される。
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第 4 章 既知の問題

このセクションでは、Contact Optimization 10.1 における既知の問題をリストしま
す。

問題 問題 ID 説明

EAR デプロイメントで致命的エラー
が発生する

問題 276955 デプロイメント用 EAR ファイルの作成時に致命的エラ
ーが発生し、共通インストーラー・ログにメッセージが
追加されます。このメッセージは無視できます。このエ
ラーが発生しても、EAR ファイルは正常にデプロイされ
ます。

共通のインストーラーのログ内に次のエントリーが出力
される可能性があります。

カスタム・アクション:

com.unica.install.ia.custom.StrIndexAndPieces

ステータス: エラー

追加の説明: エラー - 次のクラスで予期しない致命的エ
ラーが発生しました (Unexpected Fatal Error in

Class):

com.unica.install.ia.custom.StrIndexAndPieces.

install()

連絡先リストの最適化中、スコア・マ
トリックスに手動で入力したスコアが
指定されない。

問題 194109 手動で入力したスコアは、顧客キャパシティー・ルール
における計算のために指定する必要があります。ただ
し、顧客キャパシティー・ルールの適用中は PCT 内の
スコアが指定され、すべての顧客レコードが最適化され
たリストから削除されます。

Campaign Contact Optimization の
サマリー・レポートが正しくない。

問題 176368 ルールでオファー・バージョンが使用されている場合、
最適化前の数と最適化後の数を対比して表示するレポー
トで、最適化前のレコード数が常に 1 と報告されます。
最適化後の数は正確です。

パスワードの有効期限が切れている場
合でも、リスナーがログイン・エラー
を示す。

問題 175554 Campaign リスナーおよび Contact Optimization リス
ナーについては、パスワードの有効期限が切れている場
合でも、ユーザーに対してパスワードの有効期限切れの
エラーではなく、ログイン失敗のエラーが表示されま
す。

Campaign を 9.1 にアップグレード
した後に、Optimize リスナーを
ACOServer.sh から停止できなくなっ
た。

問題 81245 ユーザーは Campaign とContact Optimization を同時
にアップグレードする必要があります。それができない
場合は、manager/kill コマンドを使用して、手動で
Contact Optimization リスナーを停止する必要がありま
す。

ACOOptAdmin ユーティリティーの
エラー・メッセージが非英語のロケー
ルに従って表示されない。

DEF051284 英語以外のロケールで ACOOptAdmin コマンド・ライ
ン・ユーティリティーを実行すると、指定されたロケー
ルに従ったエラー・メッセージは表示されません。エラ
ー・メッセージは英語でのみ表示されます。
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問題 問題 ID 説明

Campaign リスナーによって使用され
るのと同じ非英語ロケールを Contact
Optimization リスナーは自動的には
使用しない。

ENH11618 非英語のロケールを使用してインストールされた
Campaign および Contact Optimization のインストー
ル済み環境では、Contact Optimization リスナーは常に
インストールされたロケールではなく英語で開始しま
す。

この問題を回避するには、Contact Optimization リスナ
ーを開始するために使用したコマンド・ウィンドウまた
はバッチ・ファイル (ACOServer.bat または
ACOServer.sh) で、set LANG=xx_XX を使用して以下のよ
うに設定します。

v ブラジル・ポルトガル語 - pt_BR

v フランス語 - fr_FR

v ドイツ語 - de_DE

v イタリア語 - it_IT

v 日本語 - ja_JP

v 韓国語 - ko_KR

v 中国語 (簡体字) - zh_CN

v スペイン語 - es_ES

UNIX システムでは以下のコマンドを使用します。

LANG=xx_XX

export LANG

unprocessables_sessionid.csv にオ
ファーを受けた顧客が含まれている可
能性がある。

DEF054841 一部のシナリオでは、オファーを受けた少数の顧客が
unprocessables_sessionid.csv ファイルに含まれている
可能性があります。

特定の環境ではカスタム・キャパシテ
ィー・ルールの最適化の結果が不正確
である。

DEF058362 以下の基準を満たす顧客は、受け取るオファーが希望し
ていたよりも少なくなる場合があります。

v 顧客の推奨トランザクションが偶数である。

v これらの各トランザクションは同じスコアである。

v このスコアは低い値である。

いくつかのラベルが、日本語、中国
語、および韓国語で正しく表示されな
い。

DEF059595 いくつかの翻訳されたラベルが正しく表示されていませ
ん。例えば、スコア行列を手動で編集した場合、テーブ
ルの右側の垂直ラベルは逆さまに表示されます。また、
「セグメント内の顧客」を含む最適化ルールの場合、
「セグメント」ラベルは 2 行に表示されます。

「オファー・フィルタリング・サマリ
ー」レポートで、各カスタム・キャパ
シティー・ルールによって削除される
推奨コンタクト数が不正確に表示され
る。

DEF059805 この Contact Optimization セッションの参加フローチ
ャートに複数のコンタクト日付および異なるチャネルの
各顧客に対する複数のオファーが含まれている場合、
「オファー・サマリー」レポートでカスタム・キャパシ
ティー・ルールの「このルールにより除外」列には不正
確な数が表示されます。
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問題 問題 ID 説明

オファー・バージョンの照会ビルダー
の問題。

DEF060676 オファー・バージョンの照会ビルダーに以下の小さい問
題があります。

v 選択ボックスのフォーム要素タイプを持つカスタム属
性の場合、オファー・バージョンの照会ビルダーは選
択ボックスを使用しません。値を手動でで入力する必
要があります。

v グループ・レベルが削除された場合、サブグループの
条件が親の条件に追加されます (逆もまた同様)。

v ストリング変数用にすべての算術演算子が表示されて
いますが、適用されるのは「等しい」と「等しくな
い」だけです。

v 条件の入力の際に、属性の定義された長さは検証され
ません。

日付を含んだオファー・バージョン・
ルールは予期した最適化結果を提供し
ない。

DEF061554 日付を含んだオファー・バージョン条件を作成した場合
(例えば、オファー・パラメーター「valid end date」が
「12/31/2011」に等しい)、オファー・バージョン条件を
含むルールは満たされない場合があります。ただし、そ
れ以外のルールは予期した通りに動作します。

暦年をまたがるルール例外は不正確な
結果になる。

DEF061639 暦年をまたがる (例えば、2011/07/01 から 2012/06/30)
「最小/最大オファー数」キャパシティー・ルールのルー
ル例外を作成した場合、ルールの例外条件を含むルール
は満たされない場合があります。ただし、それ以外のル
ールは予期した通りに動作します。

第 4 章 既知の問題 9
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第 5 章 既知の制限

このセクションでは、Contact Optimization 10.1 における既知の制限をリストしま
す。

問題 番号 説明

実稼働またはテストのポップアップ・
ウィンドウ内の文字列が翻訳されてい
ない。

問題 176920 英語以外のセットアップにおいて、実稼働またはテスト
のポップアップ・ウィンドウの文字列が翻訳されていま
せん。

Contact Optimization セッションの
稼働状況は不整合のないものでなけれ
ばならない。

問題 171288 Contact Optimization サーバーが異常終了した場合、こ
の不整合が発生します。ClearHistory ボタンをクリック
して最後の稼働状況をクリアできます。ただし、これを
行うと、個々の Contact Optimization セッションの履
歴レポートも削除されます。

次のデータベース・エラーによって
MailList プロセスが失敗する:
ORA-00999: INVALID VIEW NAME.

問題 170951 UA_SYSTEM_TABLES で UseTempTablePool の値を
TRUE から FALSE に変更します。これにより、MailList
の実行が正常に終了します。

Contact Optimization が、実行中に
開かれる unica_acsvr プロセスを終
了しない。

問題 164875 Marketing Platform スケジューラーを使用して Contact
Optimization セッションをスケジュール実行する場合、
複数の unica_acsvr ログイン・プロセスが表示されま
す。これらのプロセスは、しばらくすると自動的に終了
する可能性があります。

DB2 データベース・ユーザーがシス
テム・テーブルを変更すると、管理者
が同じ名前のインデックスを持ってい
る場合、Contact Optimization セッ
ションが失敗する。

問題 155876 セッションが失敗するのを回避するためには、DB2 デー
タベース管理者がインデックスを削除する必要がありま
す。

Contact Optimization セッションの
実行コマンドが最新のリンクに取り込
まれた。

問題 177376 最新のリンクを使用してセッションに移動する場合は、
直接 URL を貼り付けてセッションを実行できます。

Contact Optimization レポートで、
タイプおよびセグメントごとのオファ
ーが思い通りに印刷されない。

問題 102889 Contact Optimization レポート内のタイプおよびセグメ
ントごとのオファーを印刷している間に以下の問題が見
つかりました。

1. サイズを変更しないと、プレビュー・ウィンドウを
スクロールできない。

2. 印刷の際、 A4 サイズに収まるものしか印刷されな
い。印刷オプションでは解決できないようである。

負のスコアは不正確なルールのクレジ
ットの原因となる。

DEF041400 負のスコアを使用した場合、「オファー・フィルタリン
グ・サマリー」レポートのルールのクレジットは正確で
ない場合があります。

負のスコアを使用したオファーは、最小要件を満たすた
めだけに指定されます。
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問題 番号 説明

オファーの割り当てがある TCS にリ
ンクされているセルは Optimize プ
ロセスに表示されない。

DEF061355 Optimize プロセスが 1 つ以上のセルに接続され、その
後アップストリーム・セルがターゲット・セル・スプレ
ッドシートのプロセス (TCS) で定義されているトップダ
ウン・セルにリンクされる場合、TCS に割り当てられて
いるオファーは Optimize プロセスに自動的に表示され
ません。TCS にある任意のトップダウン・セルにリンク
してから、それらのセルを Optimize プロセスに接続し
てください。それ以外の場合、Optimize プロセス内の同
じオファーを手動で割り当てるか、または Optimize プ
ロセスを削除した後に再作成する必要があります。

片方向 SSL で ACOOptAdmin ユー
ティリティーを実行するにはさらにセ
ットアップが必要。

DEF046832 セキュリティー証明書を登録し、ホスト名およびドメイ
ンを指定し、ACOOptAdmin.bat ファイルで SSL_Options
を構成しないと、ACOOptAdmin ユーティリティーを片方
向 SSL で使用することはできません。

unica_acosvr プロセスが停止した場
合に最初の試行でセッションを実行す
ることができない

DEF055010 kill コマンドを使用して unica_acosvr を停止して、次
に Contact Optimization セッションを実行しようとし
た場合、次のエラーで失敗する可能性があります。IBM

Optimize サーバー・プロセスで不明な通信障害が発生し
ました (An unknown communication failure has

occurred with the IBM Optimize server process)。

回避策 - Contact Optimization セッションを再度実行し
て正常に完了させてください。
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IBM 技術サポートへのお問い合わせの前に

資料を参照しても解決できない問題が発生した場合は、貴社の指定サポート窓口か
ら IBM 技術サポートに問い合わせることができます。問題を効率的に首尾よく確
実に解決するために、以下のガイドラインを使用してください。

貴社の指定サポート窓口以外の方は、社内の IBM 管理者にお問い合わせくださ
い。

注: 技術サポートは API スクリプトの記述も作成も行いません。 API オファリン
グの実装で支援が必要な場合は、IBM 専門サービスにお問い合わせください。

収集する情報

IBM 技術サポートに連絡する前に、以下の情報を収集しておいてください。

v 問題の性質についての簡単な説明

v 問題の発生時に表示されるエラー・メッセージの詳細。

v 問題を再現するための詳しい手順。

v 関連するログ・ファイル、セッション・ファイル、構成ファイル、およびデー
タ・ファイル。

v 製品およびシステム環境に関する情報 (この情報は「システム情報」の説明に従
って取得できます)。

システム情報

IBM 技術サポートにお問い合わせいただいた際に、技術サポートではお客様の環境
に関する情報をお尋ねすることがあります。

問題がログインの妨げになっていない場合、この情報の多くは「バージョン情報」
ページから得られます。このページでは、インストール済みの IBM アプリケーシ
ョンに関する情報が提供されています。

「バージョン情報」ページにアクセスするには、「ヘルプ」>「バージョン情報」を
選択します。「バージョン情報」ページにアクセスできない場合、アプリケーショ
ンのインストール・ディレクトリーの下にある version.txt ファイルを確認してく
ださい。

IBM 技術サポートのお問い合わせ先

IBM 技術サポートへのお問い合わせ方法については、「IBM Product Technical
Support」の Web サイト (http://www.ibm.com/support/entry/portal/
open_service_request) を参照してください。

注: サポート要求を入力するには、IBM アカウントを使用してログインする必要が
あります。このアカウントは IBM カスタマー番号とリンクしていなければなりま
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せん。アカウントを IBM カスタマー番号に関連付ける方法については、サポー
ト・ポータルの「サポート・リソース」>「ライセンス付きソフトウェア・サポー
ト」を参照してください。
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特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM
の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒103-8510
東京都中央区日本橋箱崎町19番21号
日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。IBM およ
びその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提供
し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべ
ての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によって
は、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限を
受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜の
ため記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありま
せん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではあり
ません。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Corporation
B1WA LKG1
550 King Street
Littleton, MA 01460-1250
U.S.A.

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それらの
製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

表示されている IBM の価格は IBM が小売り価格として提示しているもので、現行
価格であり、通知なしに変更されるものです。卸価格は、異なる場合があります。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
り具体性を与えるために、それらの例には、個人、企業、ブランド、あるいは製品
などの名前が含まれている場合があります。これらの名称はすべて架空のものであ
り、名称や住所が類似する企業が実在しているとしても、それは偶然にすぎませ
ん。

著作権使用許諾:

本書には、様々なオペレーティング・プラットフォームでのプログラミング手法を
例示するサンプル・アプリケーション・プログラムがソース言語で掲載されていま
す。お客様は、サンプル・プログラムが書かれているオペレーティング・プラット
フォームのアプリケーション・プログラミング・インターフェースに準拠したアプ
リケーション・プログラムの開発、使用、販売、配布を目的として、いかなる形式
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においても、IBM に対価を支払うことなくこれを複製し、改変し、配布することが
できます。このサンプル・プログラムは、あらゆる条件下における完全なテストを
経ていません。従って IBM は、これらのサンプル・プログラムについて信頼性、
利便性もしくは機能性があることをほのめかしたり、保証することはできません。
これらのサンプル・プログラムは特定物として現存するままの状態で提供されるも
のであり、いかなる保証も提供されません。 IBM は、お客様の当該サンプル・プ
ログラムの使用から生ずるいかなる損害に対しても一切の責任を負いません。

この情報をソフトコピーでご覧になっている場合は、写真やカラーの図表は表示さ
れない場合があります。

商標
IBM、IBM ロゴおよび ibm.com は、世界の多くの国で登録された International
Business Machines Corporation の商標です。他の製品名およびサービス名等は、
それぞれ IBM または各社の商標である場合があります。現時点での IBM の商標リ
ストについては、http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。

プライバシー・ポリシーおよび利用条件に関する考慮事項
サービス・ソリューションとしてのソフトウェアも含めた IBM ソフトウェア製品
(「ソフトウェア・オファリング」) では、製品の使用に関する情報の収集、エン
ド・ユーザーの使用感の向上、エンド・ユーザーとの対話またはその他の目的のた
めに、Cookie はじめさまざまなテクノロジーを使用することがあります。 Cookie
とは Web サイトからお客様のブラウザーに送信できるデータで、お客様のコンピ
ューターを識別するタグとしてそのコンピューターに保存されることがあります。
多くの場合、これらの Cookie により個人情報が収集されることはありません。ご
使用の「ソフトウェア・オファリング」が、これらの Cookie およびそれに類する
テクノロジーを通じてお客様による個人情報の収集を可能にする場合、以下の具体
的事項をご確認ください。

このソフトウェア・オファリングは、展開される構成に応じて、セッション管理、
お客様の利便性の向上、または利用の追跡または機能上の目的のために、それぞれ
のお客様のユーザー名、およびその他の個人情報を、セッションごとの Cookie お
よび持続的な Cookie を使用して収集する場合があります。これらの Cookie は無
効にできますが、その場合、これらを有効にした場合の機能を活用することはでき
ません。

Cookie およびこれに類するテクノロジーによる個人情報の収集は、各国の適用法令
等による制限を受けます。この「ソフトウェア・オファリング」が Cookie および
さまざまなテクノロジーを使用してエンド・ユーザーから個人情報を収集する機能
を提供する場合、 お客様は、個人情報を収集するにあたって適用される法律、ガイ
ドライン等を遵守する必要があります。これには、エンド・ユーザーへの通知や同
意取得の要求も含まれますがそれらには限られません。

お客様は、IBM の使用にあたり、(1) IBM およびお客様のデータ収集と使用に関す
る方針へのリンクを含む、お客様の Web サイト利用条件 (例えば、プライバシ
ー・ポリシー) への明確なリンクを提供すること、(2) IBM がお客様に代わり閲覧
者のコンピューターに、Cookie およびクリア GIF または Web ビーコンを配置す
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ることを通知すること、ならびにこれらのテクノロジーの目的について説明するこ
と、および (3) 法律で求められる範囲において、お客様または IBM が Web サイ
トへの閲覧者の装置に Cookie およびクリア GIF または Web ビーコンを配置す
る前に、閲覧者から合意を取り付けること、とします。

このような目的での Cookie を含む様々なテクノロジーの使用の詳細については、
IBM の『IBM オンラインでのプライバシー・ステートメント』
http://www.ibm.com/privacy/details/jp/ja/) の『クッキー、ウェブ・ビーコン、
その他のテクノロジー』を参照してください。

18 IBM Contact Optimization 10.1 リリース・ノート



特記事項 19



IBM®

Printed in Japan


	目次
	第 1 章 システム要件と互換性
	第 2 章 バージョン 10.1 の新機能と変更点
	第 3 章 修正された問題
	第 4 章 既知の問題
	第 5 章 既知の制限
	IBM 技術サポートへのお問い合わせの前に
	特記事項
	商標
	プライバシー・ポリシーおよび利用条件に関する考慮事項


